
当社グループは、お客さまや社会からの信頼・信用を存立の礎と強く認識し、高い使命感と倫理観に基づく企業活動を重視しています。
かかる見地から、グループとしての基本的な価値観や倫理観を共有し、日々の業務において実践するための基本原則として、
「三菱ＨＣキャピタルグループ 倫理綱領・行動規範」およびコンプライアンスに関する各種方針を定めています。

コンプライアンス態勢
　当社グループでは、コンプライアンス態勢の統括責任者であるチーフ・コンプライアンス・オ
フィサー（CCO）の指揮のもと、法務コンプライアンス部が態勢の企画・運営を中核的に担っ
ており、倫理綱領・行動規範および各種方針に基づき、各部門およびグループ会社への指導・
監督、違反行為への是正対応などを行っています。
　また、役職員等が不正行為やハラスメント行為等を通報・相談する内部通報制度を整備・
運用し、コンプライアンス違反事案の未然防止および自浄・改善を図っています。なお、コン
プライアンス違反事案発生時には、経営トップへの迅速な報告、社会的責任の遂行、被害拡
大の防止、再発防止の徹底を基本方針とし、対応しています。

コンプライアンスへの取り組み
　「倫理綱領・行動規範」の内容を具体的に解説した「コンプライアンス・マニュアル」を整備
し、全グループ役職員がいつでも閲覧できるよう公開・周知することを通じて、その実践を推
進しています。
　また、行動指針である「インテグリティ」（高い倫理観を持ち、絶えず基本に立ち返る）の浸
透を目的とした研修や、登録・許認可を受けている各種業法、コンプライアンスに関わる重点
項目についての教育や理解度測定を毎年実施しています。加えて、意識調査やセルフチェッ
クによる定期的なモニタリングにより、理解と実践の定着を図っています。

反社会的勢力の排除とグローバル金融犯罪対策の強化
　当社グループでは、反社会的勢力の排除やマネー・ローンダリングおよびテロ資金供与の
防止、経済制裁への対応等、グローバル金融犯罪対策に取り組んでいます。
　また、世界情勢や規制動向の変化を踏まえ、金融犯罪リスクに応じ、顧客確認・管理態勢
の高度化やeKYC※などのデジタル技術の活用に取り組んでいます。
※eKYCとは「electronic Know Your Customer」の略であり、電子的に本人確認を完結する仕組み。

三菱ＨＣキャピタルグループ倫理綱領・行動規範

人権方針 個人情報保護方針競争法遵守に関する方針 安全保障輸出管理方針反社会的勢力に対する 
基本方針

贈収賄・腐敗行為防止に 
関する方針

マネー・ローンダリング等 
防止に関する方針

Web   コンプライアンスの詳細はESGデータブックをご覧ください。

当社グループにおけるインテグリティ施策について
インテグリティに基づく行動の実践に向け、「インテグリティとは何か？」「いかに実践するか？」「自らが
実践した行動はどのようなものか？」などを研修や対話を通じて、自分ごととして考える機会を提供する
「インテグリティ施策」を継続的に実施し、各役職員の高い倫理観に基づく主体的な行動の定着を図って
います。
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実践講座

自身が実施した「インテグリ
ティの高い行動」について、 
少人数による対話を通じ、 
身近な行動におけるインテ 

グリティの実践を 
促進する
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アウトプット講座

「インテグリティ」の解説 
および職場でのディス 
カッションを通じて、 
「インテグリティ」を 
自分ごととして考える

フォローアップ講座

動画学習により「インテ 
グリティの高い行動」をとる
ために必要な考え方の 

浸透を図る
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https://www.mitsubishi-hc-capital.com/investors/library/esg-databook.html



